
カチャポアル・ヴァレーはチリにおいて歴史あるワイン産地の一つ。
アンデス山脈の山裾のセントラル・ヴァレー北部に位置。
レンゴ市隣接するカチャポアル・ヴァレーは他のヴァレーと異なり、
最も涼しく酸味がしっかりとしたワインが造られる。
トレオン・デ・パレデス社のブドウ畑は沖積土質。
アンデス山脈の麓にあるので昼夜の寒暖差が激しく、リッチで果実味
豊かなブドウが収穫出来る。

ブドウ畑

:アペラシオン

レンゴ、セントラル・ヴァレー、チリ

:ブドウ品種
メルロ

カベルネ・ソーヴィニヨン

シラー
:アルコール度数

:総酸度

:ペーハー値

：残糖量

テイスティング・ノート

非常にしっかりとしたワインで色は
紫がかった深い黒。ヘーゼルナッツ等
の木の実、ブラックカラント、プラム、
完熟のザクロ等の黒いフルーツ、
リコリスやナツメグ等のスパイスと
16か月間フレンチオークの新樽熟成
から醸し出されるココアやヴァニラの
複雑な香り。味わいは若々しく、滑ら
かなタンニンとともに、黒いフルーツ、
スパイスのきいたトリュフの風味。
タバコやダークチョコレートを感じる
エレガントで心地よい余韻。瓶熟成に
よる上品な風味を楽しむ事が出来る。
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